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研究成果の概要（和文）：Metacognitive Awareness Listening Questionnaire (MALQ; Vandergrift et al., 
2006)を使ってメタ認知能力を調べている29の先行研究を分析した結果、(1)MALQではメタ認知能力は単一の構成
概念であり、5つの下位構成要素から成ること、(b)メタ認知能力は第二言語におけるリスニング力に弱い影響を
与えること(b* = 0.306)が分かった。

研究成果の概要（英文）：The results of the analysis of 29 previous studies that investigated 
metacognitive awareness using the Metacognitive Awareness Listening Questionnaire (MALQ; Vandergrift
 et al., 2006) found that (1) metacognitive awareness assessed by the MALQ were a single construct 
consisting of five sub-components, and (b) metacognitive awareness had a weak impact on 
second-language listening proficiency (b* = 0.306).

研究分野：英語教育

キーワード： メタ分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
MALQは多くの研究で使われてきたが、MALQ自体の構成概念は少なかった。この点に焦点を当て、MALQで測定する
メタ認知能力の構造を明らかにした。また、メタ認知能力は、第二言語におけるリスニング力に弱い影響を与え
ることが分かった。今後は単語力や文法力などの要因と比較することで、技能の構成要素をより明らかにするこ
とができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 第二言語における四技能の構成要素について理解を深めることは、第二言語能力の評価に関
わる重要な議題である。言語能力を評価するためには、言語能力の理論に基づき測定対象とす
る能力を定義し、テストや設問として具現化する必要がある。例えば、TOEFL iBTや TOEIC
などの英語力を測定する大規模で実施するテストを作る際には、英語能力についての数多くの
先行研究に基づき能力を定義し、プロトタイプを作成し、多くの段階を経て内容や難易度が適
切であることを確認したうえで、最終的なテストとして使用する。つまり、英語力を適切に測
定するテストの開発を開始するには、言語能力の構造に関する明確な理論が必要である。だが
現状では、多くの場合において、用いられている理論的根拠は十分であるとはいいがたい。こ
れは各研究で扱うことができる理論的根拠は、紙幅や対象を焦点化するために限界があるため
である。また、それら研究を多く集め、理論的根拠を深める取り組みもあるが、研究の集め方
が偏る恐れある。 
 先行研究から分かっていることは、第二言語能力は単一の能力ではなく、複数の構成要素か
らなることである。ただし、これらの構成要素が具体的に何であるかは研究間で不一致である。
例えば、文法、語彙、ワーキングメモリ、ストラテジー、言語習得適性などの構成要素が研究
されてきたが、言語能力とどの程度関連するか、文法と語彙がどの程度関連するか、について、
研究結果は一致していない。また、単独の研究内で扱える構成要素は限られ、相対的な重要性
を調べることは難しい。学習者の母語・年齢などが結果に影響すると考えられるが、単独の研
究内で多くの母語・年齢の参加者を対象にすることは現実的ではなく、これらの影響は明らか
ではない。 
 これらの限界点を克服する 1 つの方法は、先行研究を包括的に収集し、メタ分析を用い統計
的に統合することである。メタ分析は、複数の先行研究を統合・比較するための統計手法であ
る。各学習者の解答データがなくとも、相関係数（または平均・標準偏差など）があればメタ
分析を行うことができる。 
 また、先行研究を包括的に収集し、メタ分析を用いて統計的に統合することで、独自に研究
を行った場合と比較して、以下 2 つの限界点も解決できる。第 1 に、単独の研究では、リサー
チデザイン、学習者の特質、学習者数などによって、研究結果が大きく左右される。第 2 に、
個々の研究結果を集めて一般化するには、系統的な文献収集が必要であるが、通常は行われな
い。多くの場合、扱われた文献の取捨選択は、各研究者の判断によることが多く、対象とする
文献によって、異なる結論が導かれる恐れがある。これら 2 点の問題点はメタ分析の手法を用
いることで解決への一助となる。メタ分析は、「関連した先行研究の知見を統計的に統合する手
法」である。系統的に収集された先行研究からリサーチデザインなどの要因を記録(コーディン
グ)し、要因ごとに影響を調べることができる。なお、データベースなどを用い文献収集が行わ
れたとしても、使用するデータベースによってジャーナルなどの収録対象が異なるため、デー
タベースごとの収録内容を予め詳細に検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第二言語における四技能の構成要素について現在までに行われた研究を収
集し、メタ分析を用いて統計的に統合し、四技能の構成要素について可能な限りの知見を引き
出すことである。 
 
３．研究の方法 
 以下の 4 つの手順を踏んだ。第 1 に、先行研究の収集を行った。広範囲の先行研究を系統的
に収集するため、(a)学術データベース(Web of Science など)を使用する、(b)言語テスト、第
二言語習得分野の本、ジャーナルを読む、(c)関連分野の研究者から、関連する先行研究につい
ての情報を収集する、ことを行った。以上 3 つの方法を通じ公刊・未公刊両方の先行研究を幅
広く集めた。特に、公刊のみでなく未公刊の先行研究(e.g., 紀要、学位論文、proceedings, 
学会での発表資料)も有益な情報を含むことも多いので、念入りに集めた。 
 第 2 に、収集した先行研究を、能力の構成要素が実証的に検証されているか、再分析に必要
な情報(相関係数、受験者数)が論文中に記載されているか、受験者の母語などの情報が報告さ
れているか、などの点からコーディングした。このコーディング作業は研究代表者が当初は行
い、その後は 1 名の研究補助者が行い、両者のコーディング結果の一致度が高いことを確認し
た。 
 第 3 に、学会で情報収集を行った。特に、先行研究の収集漏れが無いか、コーディング過程
の適切さについてのフィードバックを受け、適切であることを確認した。 
 第 4 に、メタ分析を用い結果を統合し、関わる要因（例：学習者の母語）ごとに集計結果を
分類し、技能に関わる要因を分析した。 
 
４．研究成果 



 Metacognitive Awareness Listening Questionnaire (MALQ; Vandergrift et al., 2006)を
使ってメタ認知能力を調べている 29 の先行研究を分析した結果、(1)MALQ ではメタ認知能力は
単一の構成概念であり、5 つの下位構成要素から成ること、(2)メタ認知能力は第二言語におけ
るリスニング力に弱い影響を与えること(b* = 0.306)が分かった。 
 

 
注：この図は、本研究結果が出版された以下のリンク先の図 4(Figure 4)からとったものであ
る。https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/lang.12548 
 
 MALQ は多くの研究で使われてきたが、MALQ 自体の構成概念は少なかった。この点に焦点を当
て、MALQ で測定するメタ認知能力の構造を明らかにした。また、メタ認知能力は、第二言語に
おけるリスニング力に弱い影響を与えることが分かった。今後は単語力や文法力などの要因と
比較することで、技能の各構成要素間の関係の度合い、各構成要素がリスニング力に与える影
響をより明らかにすることができる。 
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